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〈目的〉

青森県沿岸域における貝毒原因プランクトンの出現動向並びにホタテガイ等二枚員の毒化を監視

することにより、二枚貝の水産食品としての安全性確保に努める。

〈試験研究方法〉

陸奥湾 2定点(青森市野内、野辺地)及び陸奥湾全湾 6定点において水温、塩分及び渦鞭毛藻類の

同定を周年実施した。

〈結果の概要・要約〉

l貝毒原因プランクトンの出現動向

1)麻庫性員毒原因プランクトン 過去同様に全く出現が認められなかった。

2)下痢性貝毒原因プランクトン

陸奥湾における主要な DInophysIs属の出現状況は表 1のとおりである。その他、 D.刀orv，θglca、

D.rudg.θ1・及び D.lenticulaが低密度で出現した。

2005年の陸奥湾における D.fortIIの最高出現密度は、野内定点で 50cells/L(2004年は

1190ce11s/L)、野辺地定点で 110cells/L(2004年は 975ce11 s/L)で、前年に比べ大幅に減少した。

1990年以降の低毒傾向は 2005年も継続していると考えられた。

2ホタテガイ等二枚貝の毒化状況

1)麻庫性貝毒

各海域、各対象種ともに毒化が認められなかった。

2)下痢性貝毒

2005年の毒化状況を表2に示したc ホタテガイは全海域で、付着性二枚貝は寒流系海域で毒化

が確認されなかった。陸奥湾のホタテガイで毒化が確認されなかったのは、 1978年のモニタリン

グ開始以降、 2002年に次いで 2例目である。

暖流系付着性二枚貝は 4月 18日から 7月 11日までマウス毒性が検出されたが、毒力はいずれ

も0.05""-'0.lMU/g(可食部)であり、 2004年の最高毒力である O.2""-'0. 3 MU/ gに比べ弱かった。

〈今後の問題点〉

プランクトンの採集方法として、海水を 500mL又は lL採水後、静置沈殿法により濃縮している

が、プランクトンが低密度で出現している場合、濃縮率が低いため計数誤差が大きくなり、出現密

度の動向を把握するのが困難であるc

〈次年度の具体的計画〉

年間スケジュールに従って調査を行い、引き続き毒化原因プランクトンの出現動向及びホタテガ

イ等二枚員の毒化を監視する。また、他事業で実用化したネットプランクトン調査(濃縮率約 1，000

倍)手法を用いて、低密度出現期の計数誤差低減を目指す。

〈結果の発表・活用状況等〉
貝毒速報等で関係機関等に情報提供。東北・北海道ブロック会議及び東北ブロック貝毒研究分科

会で発表。
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表1 主要な Oinophysis属の出現状況

貝毒プランクトン 初期出
最晶出現

海域(場所) 細胞数 採取層水温塩分
の種類 現月日

(cells/L) 月日 (m) (OC) (PSU) 

D. for士ii 陸奥湾西部(野内) 1/17 50 8/1 10 21.9 33.28 
陸奥謹東部(野辺地) 110 8/22 10 24.2 32.86 

D. acuminata 陸奥湾西部(野内) 2/16 210 4/19 10 6.9 32.14 
陸奥湾東部(野辺地) 2/16 225 5/6 5 8.831.91 

10 8.8 31. 93 

D.mi土ra 陸奥湾西部(野内) 7/25 90 8/8 20 20.5 33.64 
陸奥謹東部(野辺地) 155 8/29 33 20.4 33.48 
陸奥湾西部(野内) 7/25 30 8/22 。24.2 32.68 

D. ro土unda士8 8/29 5 26.0 33目 27
陸奥湾東部(野辺地) 3/14 30 8/16 20 19.9 33.46 

D. cauda土a 陸奥湾西部(野内) 9/12 230 10/11 。18. 7 31目 56
陸奥湾東部(野辺地) 9/20 15 10/11 5 20.3 33.10 

表2 2005年の青森県沿岸域におけるホタテガイ等の下痢性員毒による毒化状況

生産海域 員 種
マウス毒性 最高毒力

出荷自主規制期間
盤出期間 (MU/g可食部)

暖流系 付着性一枚貝 4/18-7/11 0.05-0.1 4/21-9/22 (154日間)
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